
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年のスタートは、元日から能登半島地震が起き、たくさんの人を驚かせ

たと同時に、石川県とその周辺地域に甚大な被害を与えました。県内においても大

きな被害がありました。１月９日の始業式では、全校で黙祷を捧げ、亡くなられた

たくさんの方々への哀悼の意を表しました。被災された方には、いち早く安心でき

る環境が整い、被災地域の復旧・復興が早く進むことを願っています。 

 さて、始業式では４名の代表生徒が、３学期及び新年の抱負を述べ

てくれました。その内容は、「学習への取組」「生徒会活動の充実」「進

級・卒業に向けた次のステップに向けた成長」など、それぞれの思い

が溢れたものでした。目標や希望・抱負というものは、自分がまだ成

し遂げていないものだから掲げるものです。まだ自

分には手が届いていない未知の世界への挑戦です。その志を忘れ

ずに保ち、挑戦し続けてほしいと思います。様々な業績を残した

偉人たちは、同じような言葉を残しています。 

 

 「人生はどちらかです。勇気をもって挑むか、棒にふるか。」 

   ヘレン・ケラー 

「失敗したところでやめてしまうから失敗になる。成功するところまで続ければ

それは成功になる」 

松下幸之助 

 「成功と失敗の一番の違いは途中で諦めるかどうか」 

スティーブ・ジョブズ 

 目標や夢を保ち続けることは容易なことではあり

ません。一人一人にとって有効な手段は違うと思い

ますが、自分自身を奮い立たせて目標や夢が実現す

る方法を見出してほしいと思います。３年生は進路

実現に向けて、１・２年生は進級してステージが変わ

ります。自らの高みを目指して努力を続ける湯中生の姿が見られることを期待しま

す。今年も職員一同、生徒のために力を合わせて取り組んでいきます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 
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 １１月の生徒会役員選挙の結果を受けて、１２月２２日

（金）に生徒会長、生徒会副会長の任命式を行いました。

生徒会長の星万潤さん、副会長の馬場京平さんと米山明璃

さんは任命書を受け取った後、新生徒会役員としての力強

いメッセージを述べました。 

１月１６日（火）には、市内中学校の新生徒会役員生徒に

よる、今年度及び来年度に向けた取組を紹介する生徒会交流

会がリモートで開かれました。交流会の中では、自校の取組

紹介だけでなく、他校の取組への質問や意見交換によって、

これからの生徒会活動に役立てようと熱心に３人が取り組み

ました。 

今後、来年度の役員が決まり、新体制が整っていきます。

この経験をもとにして、新しい風をどんどん吹き込み、先輩

の伝統を引き継ぎながらも、湯中の新たな伝統を築いていっ

てほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月の予定   

１日(木)学び合いの時間 

２日(金)全校集会 

５日(月)生徒総会Ⅱ・委嘱式  

６日(火)全中スキー大会（～９日） 

    学び合いの時間 

７日(水)学び合いの時間 

８日(木)学び合いの時間 

９日(金)新入生体験授業・学校説明会 

 

 

 

１６日(金)３年卒業式練習 

１９日(月)専門委員会 

２１日(水)１・２年卒業式練習 

２２日(木)全校卒業式練習① 

２６日(月)生徒集会 

２７日(火)全校卒業式練習② 

２９日(木)全校卒業式練習③ 

  

 

教育期Ⅴ期 次年度への継続期 

○新潟県競書大会        ○県中学校スキー大会 

金賞 髙木愛衣子        女子回転 ３位 内田 妃葵（全中出場） 

銀賞 米山このみ 富永 愛   女子大回転７位 内田 妃葵 

○宮柊二記念全国短歌大会 

 新潟日報社賞 桜井 奏太 

○人権作文コンテスト 

 新潟県大会優良賞        金井 杏璃 

 南魚沼人権擁護委員協議会優秀賞 髙木愛衣子 猪又 柚葉 

 南魚沼人権擁護委員協議会佳作賞 平賀 倖弥 須田ひなた 

○中学生税についての作文 

 魚沼市長賞 瀬下 理緒 

 優秀賞   本田 文哉 

○いきいきわくわく科学賞 

 新潟日報社賞 星 万潤 


